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今世紀は「水の世紀」ともいわ

れ、水に関する話題が多く聞か

れる。特に地球環境問題の一つであ

る温暖化現象は気象変動をもたらし、

地球上の水環境に大きな変化が起き

ている。たとえば砂漠化が進行する

ことによる水不足が深刻化している

かと思えば、一方では急速な氷河の

融解によって大洪水がたびたび発生

して被害が出ている。同じ水の問題

であっても、水の偏在化は地域によっ

て全く異なった現象がもたらされてい

る。さらに急速な人口増加が進む地

域では水不足が一段と深刻になって

おり、経済不況にあえぐ日本のメー

カーは不足している地域へ水を供給

するビジネスチャンスを模索している。

　富山に住む私は幸いにも生まれて

からこれまで水不足の経験はほとん

どなく、小さい頃は井戸水に手押し

ポンプを使っていたので、よく台所や

洗濯で母の水仕事の手伝いをさせら

れた。その後は水道が敷設され、蛇

口をひねるといつでも安全でおいし

い水を飲めるようになったが、富山の

一部では今なお立山の恵みともいえ

る近所の湧き水をおいしい水、霊水

として飲料水に使用している。ところ

が東南アジアや欧米など海外に出か

けるときは、必ずといっていいほどミ

ネラルウオーターのお世話になってお

り、あらためて日本の水が安全に保

たれていることを実感する。また、水

に苦労している人々のことを思うと、

飲水に使っている水を洗濯や入浴な

どにも使用するなんてもったいないと

さえ近頃は感じている。

ここでは、「くらしと水」をテー

マに取り上げ、水の持つさま

ざまな側面……水の恩恵、水の持つ

さまざまな機能、そして水が人に及

ぼす災害、水を守る活動などあれこ

れ述べてみたい。

水とからだ

生きていく上で欠かすことので

きない水にはご存じの通りさ

まざまな役割がある。水分は人間の

体重の60％を占め、酸素や栄養分を

体の隅々に運搬する役割の他に、体

の中を循環して老廃物を体外に排出

する役割、いわゆる体内洗浄の働き

を持っている。また、暑いときは汗

を出して体温上昇を抑える体温調節

もしてくれる。通常、人は１日に約3

リットル近くの水を飲み、ほぼ同量

の水分を排出して体の恒常性を維持

している。体の水分の2%が不足する

と体調に異変が生じ始め、20％の水

分が体から失われると死に至る。こ

のように水は健康な体を維持するた

めに重要な役割を果たす、人にとっ

て極めて大切な存在なのだ。

　最近では、健康志向への高まりか

ら毎日欠かすことのできない水に注

目が集まっている。たとえば、カル

シウムやマグネシウムなどのミネラ

ル分が多いミネラルウオーターの飲

料、塩素分を除去する浄水器の使用、

体内の活性酸素を取り除く還元水の

ような機能水、活性化水の利用など、

毎日飲料するだけに人々の関心が高

い。ただし、これらがどれだけ健康

に寄与するかはまだ解明されておら

ず、今後も研究の余地がある。
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水と浄化

もうひとつの水の役割について

触れてみたい。私たち日本人

は「水に流す」という言い方をする

ことがある。これは、他人の失敗を

許し、なかったことにしてスムーズ

に物事を進める、お互い様精神であ

る。昔から農耕生活のように集団で

作業に取り組むことの多い日本では、

過去にこだわらず相手に寛容で穏や

かな人間関係を維持することが美徳

でもあると考えられてきた。さらに、

急流河川の多い日本では、汚いもの

を水で流す、川にごみを流してもあっ

という間に目の前から消えてしまう。

「水三尺流れて清し」といわれるよう

に、川はあらゆるものを分解しきれ

いにしてくれる自浄作用を持つと考

えられていた。水が豊かな国、川の

流れを美しいと感じる日本人特有の

精神性を水と汚れの関係であらわし

ているといえよう。

また、人間は生まれた時の産湯

にはじまり、死ぬ時の湯潅の

儀式で人生を閉じる。こうした儀式

にも「水」が介在し、水と精神性の

関係を示す象徴的なものである。人

間の営みに欠かすことのできないさ

まざまな儀式において、神聖な神の

前に近づくときは心身を洗い清め、

穢れを取り除いてから神に向き合う

のである。神社の鳥居近くには手洗

い場があるが、これは神に近付く前

に手や口の中を漱ぎ、そののち礼拝

するために設けられたものである。

「みそぎ」、「はらい」という表現も日

本人の水による清めの行為であるが、

キリスト教、ヒンズー教、イスラム

教などでも水による洗礼や沐浴など

の清めの儀式がおこなわれ、万国共

通の一面を持つ。いつの頃からこの

ような行為がおこなわれていたか明

確ではないが、『水は人間の心身の穢

れを取り除き、洗い清める』という

意識が定着していく。伊勢神宮に通

じる参道横に「五十鈴川」が流れて

いるが、別名「御裳濯（みもすそ）川」

と呼ばれ、倭姫命（やまとひめのみ

こと）が御衣裳の汚れを濯がれたと

いう伝説に由来し、この川に架かる

宇治橋は聖俗界を分ける境界と見な

されてきた。このように穢れを水に

よって取り除く宗教的行為は、やが

て日常生活の中で清潔を保つ習慣と

して普及していったと考えられる。

水と清潔（洗浄のはじまり）

おそらく人類の誕生と同時に人々

は川や湖などの水辺に集って、

食事の支度や行水、衣類の洗濯が営

まれていたと考えられる。のちに、

大陸から基本的な生活習慣を示した

『礼記』（周時代）が紹介されると、

洗顔や洗髪、衣類の洗濯などに水ば

かりでなく、灰汁（あく）を使用す

るようになる（右上図参照）。また、

中国や日本など東アジア地域では植

物の中でサポニンを成分とする、サ

イカチ、ムクロジも洗浄剤として使

用されている。さらに遡ること紀元

前3000年頃、メソポタミア地方では

炭酸カリウムと油を混合しこれを煮

沸して薬を作った記録があり、これ

こそが現在のせっけんの原型である。

同じように、ローマ時代（200年頃）

にはサポ－の丘で宗教的な儀式とし

て、いけにえの動物を焼いて食べる

習慣があった。動物を焼いたときに

出る油と木を燃やした時の灰が混ざ

るとせっけんができ、雨が降ると水

の中にこの生成物が溶けて川水とな

り、この水で体や衣類を洗うと汚れ

がよく落ちるので、清浄な水『神の水』

として人々から珍重されたといわれ

る。

このように、水は穢れを取り除

くものとして宗教的な儀式で

不可欠のものであると同時に、人々

のくらしで身体や衣類に付着する汚

れを取り除く洗浄液として使用され

てきた。次第に人々の知恵、科学技

術の進歩によって洗浄性の高い洗浄

剤や洗浄機が開発され、今日に至っ

ている。

洗い文化の多様化

これまで述べたように、「水」が

宗教上で果たす「浄め」の役

割は古今東西それほど大きな違いは

なかった。ところが、水の持つ「洗い」

という面では地域により異なった変

化をみせる。一つは「水」の質と量

の違いである。私たちの住む東アジ

ア地域では、軟水地域が多く、これ

に対してヨーロッパでは硬水で水量

もそれほど豊かでない地域が多い。

もう一つは、生活、特に食習慣の違

いから生じる汚れの質の問題である。

日常生活で生じる身体や衣類の汚れ

は、同じ人でも性別や年齢、食事や

活動内容、住宅環境などによって多

少異なるのである。動物性肉類を多

く食べると、汚れの成分は野菜中心

の人より油汚れが多く衣類に付着す

る。したがって欧米人とアジア地域

に住むわれわれでは、体から出る汚

れ成分が多少違うということになる。

（もっとも日本人の最近の食生活から

見るとこうした説は当てはまらない

ことになるのだが。）このような風土

や習慣の違いが洗浄に対する習慣を

変えていくことになる。

　次回は洗いの文化、洗浄の変遷と

清潔の追求が水環境汚濁を引き起こ

した皮肉な話に触れてみたいと思う。
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